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令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

外国語試験 英語 

［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目/２枚中） 

 

★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 

 

Ⅰ. 次の英文を読んで、下線部を日本語に直しなさい。 

 

 

 

 

 

※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
 
 
 
【出典】William Bynum (2008) The History of Medicine. Oxford : Oxford University Press. 
p.19 l.2~l.15 
 

 

Ⅱ．次の英文を読んで、下線部を日本語に直しなさい。 

 

 

 

 

 

※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
 
 
 

（２枚目/２枚中） 

1

次頁



【出典】Paul Theroux, ‘Out of Sir Vidia’s Shadow,’ London Review of Books Vol. 44 No. 
4 (24 February 2022) https://www.lrb.co.uk/the-paper/v44/n04/paul-theroux/diary．一

部変更． 
 
 
Ⅲ. 次の文章の下線部を英語に訳しなさい。 

 

 

※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
 

 

 

【出典】藤枝善之（編著）『見て学ぶアメリカ文化とイギリス文化 映画で教養をみがく』

SCREEN 新書, 2012. p.115 l.12～p.116 l.5.  
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https://www.lrb.co.uk/the-paper/v44/n04/paul-theroux/diary


3

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。



 

 令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
外国語試験 イタリア語 
［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目/２枚中） 
 
 
 
Ⅰ．以下の文章を読んで設問に答えなさい。 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

La Storia dell’Arte 5: Il Gotico, Milano, Mondadori Electa, 2006, p.123, l. 10-22. 
 

 
問 1. 下線1）を日本語に訳しなさい。 
 
 
 
問 2. 下線2）を日本語に訳しなさい。 
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（２枚目/２枚中） 
 
 
Ⅱ．以下の文章の囲み部分を日本語に訳しなさい。 
 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

   Salvatore Settis, Il Paesaggio come bene comune, Napoli, La scuola di Pitagora editrice, 2013, 

p.5, l.1 - p. 6, l. 12. 
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7

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。
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令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 哲学コース （臨床哲学受験分野） 専門試験 

［問題用紙が１枚・添付資料が 1 枚、全部で 2 枚です］ 

 

 

問題１ 次の A〜E の中から２つを選び、簡潔に論じなさい。 

 

A. 他者が重視されることの現代的な意味について、哲学・倫理学の学説に関連づけて

論じなさい。 

B. 精神と身体について、哲学・倫理学の学説に関連づけて論じなさい。 

C. 優生思想について、諸学説に関連づけて論じなさい。 

D. コミュニケーションと規範の関係について、諸学説に関連づけて論じなさい。 

E. 精神医学によって下される診断の社会における意味について、複数の視点から論じ

なさい。 

 

問題２ 別紙資料は、奥田太郎の論文「ピーター・シンガーはなぜあれほど憎まれてしまった

のか？：哲学分野における〈応用〉的試み初期の倫理問題を再訪する」の一部である。

論文で言及されているピーター・シンガーは、人々の道徳的判断を中立的に記述する

のではなく、自ら「善い」と考えたことを実行に移すべきであるとする倫理学者とし

て知られている。論文は、この人物が引き起こしたいわゆる「シンガー事件」を取り上

げ、今日の倫理問題に対して（議論を理知的に構成しようとする）哲学者がどのよう

にコミットできるのかを論じている。資料を読んで、シンガー事件に対するあなたの

考えを展開しなさい。 

 

 別紙資料は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次の通りです。 

 奥田太郎「ピーター・シンガーはなぜあれほど憎まれてしまったのか？：哲学分野に

おける〈応用〉的試み初期の倫理問題を再訪する」、『臨床哲学ニューズレター』第４

号、2022 年、56-68 頁（別紙資料は 60 頁 16 行目〜62 頁 5 行目を抜粋）。 
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令和 6（2024）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
 人文学専攻  グローバルヒストリー・地理学コース （東洋史学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は 6 枚です。］ 
（1 枚目/6 枚中） 

 
 

［問題用紙は 6 枚です。Ⅰ～Ⅳについて，それぞれ別々の解答用紙を使用すること］ 

 
 
Ⅰ 論述問題 

次の 2 問から１問を選び，解答しなさい。解答に当たっては，いずれを選んだかを冒頭に記入

すること。 
 
（A）アジア史上における駅伝制について, 具体例を挙げつつ説明しなさい。 
 
（B）中国の歴史上の人口に関する学術的議論について，知るところを述べなさい。 
 
 
 
 
Ⅱ 基礎事項問題 

次の（a）～（j）の事項について知るところを，それぞれ 2 行程度で簡潔に答えなさい。 
［問題Ⅰとは別の解答用紙を用いること］ 

 
（a）秋瑾        （b）勘合貿易      （c）カリフ（ハリーファ） 
（d）『真臘風土記』     （e）顧炎武      （f）柔然       （g）食貨志 
（h）正統論（正閏論）  （i）『元朝秘史』    （j）サルフの戦い  
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（2 枚目/6 枚中） 
 

Ⅲ 漢文問題 

 次の漢文は，清代の王鳴盛が著した『十七史商榷』巻 6・史記・通飲食の一部分で

ある。これを読んで，語注も参照しつつ，下の問いに答えなさい。なお，一部の箇所

では標点を省略している。問題 I・II とは別の解答用紙を使用すること。 

 

語注 守長安令：長安の知事代理。 

穿窬：窃盗。  彊盜：強盗。  攻盜：追いはぎ 
   注：李賢等による注。    過致：犯人隠匿 
 
 
 
問 1 傍線部①をすべてひらがなで書き下しなさい。 
問 2 傍線部②をすべて現代日本語訳しなさい。 
問 3 傍線部③をすべてひらがなで書き下しなさい。 
問 4 傍線部④をすべて現代日本語訳しなさい。 
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千
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③
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上
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彊
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攻
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行
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食
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辟
︒

④
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︐通
行
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︐

與
同
罪
也
︒飲
音
蔭
︐食
音
寺
︒ 
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（3 枚目/6 枚中） 
Ⅳ 選択外国語問題 
 

下の(1)〜(5)から 1 問を選んで解答しなさい。ただし，問題 I・II・III とは別の解答用紙を使用

し，選択した問題番号を記入すること。 
 

（1）英語問題 
語注も参照しつつ，次の英語の文章をすべて日本語に訳しなさい。ただし，注番号は無視する

こと。 
 

 
語注 Han-hai：函海。李調元（1734-1803）による叢書（なお、前行の Li-T’ian-yüan は Li-T’iao-

yüan の誤り） 
Friedrich Hirth：フリードリヒ=ヒルト（ドイツ人の中国学者） 
maritime customs inspector：海関税務司 

 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 Kapil Raj, 
“Rescuing Science from Civilisation: On Joseph Needham’s “Asiatic Mode of (Knowledge) 
Production.” In Arun Bala and Prasenjit Duara eds., The Bright Dark Ages, Leiden and 
Boston, Brill, 2016, p. 260, l. 24 – p .261, l. 10】  
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（4 枚目/6 枚中） 
 
（2）ドイツ語問題 

次のドイツ語の文章をすべて日本語に訳しなさい。 
 
 

【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。Sh. Ando, 

Timuridische Emire nach dem Muʿizz al-Ansāb, Berlin: Klaus Schwarz, 1992, p. 1, ll. 2–12】 

 
 
 
（3）フランス語問題 

次のフランス語の文章をすべて日本語に訳しなさい。 
 
 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。L. Tang, Le 

christianisme syriaque dans la Chine des Mongols Yuan. In: P. G. Borbone & P. Marsone (eds.), Le christianisme syriaque 

en Asie centrale et en Chine, Paris: Geuthner, 2015, p. 63, ll. 7–16】 
 
 
 

（5 枚目/6 枚中） 
 
（4）ロシア語問題 

次のロシア語の文章をすべて日本語に訳しなさい。 

 

※ Маймайчен : 「買売城」。現アルタン=ブラク市（モンゴル国）。ロシアのキャフタと国境を挟んで相対する。 

 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。И. Ф. Попова 

& Т. Таката (ed.), Словари кяхтинского пиджина, Москва: Наука-Восточная литература, 2017, p. 10, ll. 2–8】 
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（6 枚目/6 枚中） 
（5）中国語問題 
 次の中国語の文章を読み，下記の問いに答えなさい。ただし，注番号は無視すること。

  
 
 

【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。湯志傑「封

建帝國的形成及其分化」（『國立政治大學社會學報』36，2004）p. 80, ll. 6-16。ただし字句は適宜改

めた】 
 

 

 

問 1 文中の（ア）～（エ）に入れるべき語を，下記のピンインを参考に，漢字で答えなさい。

なお，字体（簡化字または繁體字）は，問題文に合わせること。 

 （ア）fǎnyìng chū  （イ）suǒwèi  （ウ）cóngshìnóngyè （エ）yǒuguān 
 
問 2 文中の下線部 (a)～(d)の漢字を，すべて標準漢語ピンインに直しなさい（声調も付すこ

と）。 

       
問 3 上の中国語のうち，四角で囲んだ部分(冒頭の 6 行)を，日本語に訳しなさい（（ア）～

（ウ）の部分も訳すこと）。 
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 1

令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 グローバルヒストリー・地理学コース （人文地理学受験分野）専門試験 

[問題用紙は２枚です。] 
（１枚目/２枚中） 

 
(中辞典程度の英語辞書の持ち込みを可とします) 

 
以下の問１～問３に答えなさい。解答は解答用紙に記入のこと。 

 
 
問１ 
 つぎの(a)～(f)は、人文地理学に関連する用語を挙げたものである。これらの中から１つ

を選んで簡潔に説明しなさい。なお、選んだ項目のアルファベットを明記すること。 
 

(a) ローカル・ガバナンス       (b) プランテーション 
(c) 文化進化                (d) マルトンヌの乾燥指数 
(e) 先住民地図            (f)  除草農業 

 
問２ 

つぎの(a)～(d)の４つの問いの中から１つを選んで解答しなさい。なお、選んだ問いのア

ルファベットを明記すること。 
 
(a) T.ヘーゲルストランドが行った代表的な研究を挙げてその内容を説明しなさい。 
(b) 生物学的適応と文化的適応について、それぞれ例を挙げて説明しなさい。 
(c) F.ラッツェルの形態圏論について説明しなさい。 
(d) 大都市におけるエスニック集団の集住について、例を挙げて説明しなさい。 
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 2

（２枚目/２枚中） 
問３ 
 次の英文はある学術論文の要旨の全文である。これを読んで、下の問い(問ア・問イ)に答

えなさい。 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
Laland, K.N., Odling-Smee, J. and Feldman, M.W. 2000. Niche construction, biological evolution and 

cultural change. Behavioral and Brain Sciences 23: 131-175（131ページのAbstract全文） 
 

問ア    
   上の英文の全文を日本語に訳しなさい。  
 
 

問イ 
  この論文が提示する進化モデルにおいて、環境、文化、進化は互いにどのような関係を

持つものと考えられるか。要旨から推測して述べなさい。 
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 1枚目 / 3枚中 
 

令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 文学コース （英米文学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は４枚です。］ 
（１枚目/４枚中） 

 
 
★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 
 
Ⅰ 次の英文を読んで、著者の absolute truth についての考えを、日本語で説明しなさい。 

 
 
 
 
 
※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】Terry Eagleton, After Theory (London: Penguin, 2003) p.103, l.1 – p.106, l.12. 一部改変。 
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 2枚目 / 3枚中 
 

Ⅱ 以下の文章はある小説の冒頭部分である。これを読んで、一人称の語り手兼主人公、と
りわけこの語り手が言及する人物(Robert Cohn)の人生をめぐってどのような物語的状況
が読み取れるか、300 字程度の日本語で説明しなさい。 

 
 
 
※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
 

【出典：Ernest Hemingway, The Sun Also Rises. 1926. Scribner, 2006. p.11 l.1〜p.12 l.27】 

 
 
 
 
III 次の英詩を読んで、設問に答えなさい。 
 
 
※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
１．この詩全行を日本語になおしなさい。 
２．この詩には、これが書かれた時代特有の価値観が書き込まれている。それについて解釈
しなさい。 
 
【出典】The Norton Anthology of English Literature, 9th edition, ed. Stephen Greenblatt 
(New York: W. W. Norton & Company, 2012), p. 335, l. 20-28.  
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 3枚目 / 3枚中 
 

 
IV 次の日本文を英語になおしなさい。 
 
 
※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
【出典】栂正行、木村茂雄、武井暁子編『土着と近代̶̶グローカルの大洋を行く英語圏文
学』（音羽書房鶴見書店，2015）p. 317, l. 5〜l. 8. 一部改変。 
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26

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は以下のとおりです。
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28

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
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30

問
題

文
は

、
著

者
の

著
作

権
等

に
配

慮
し
、
省
略
し
ま
す
。
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令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
日本学専攻 基盤日本学コース （考古学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 
 

問１ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）下線部①の概念を提唱した人類学者の名をあげなさい。 

（２）枠内②を日本語にしなさい。 

 
 
 
 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 
 
Wendy Ashmore and Robert J. Sharer 2000, Discovering Our Past: A Brief Introduction to Archaeology (3rd Edition), 
Mayfield Publishing Company, p.181 ll.30-42. 
 

 

 

 

問２ 次の英文全体を日本語に訳しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

Grahame Clark 1957, Archaeology and Society (3rd Edition), Methuen, p.237 ll.1-13. 
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                                    （２枚目／３枚中） 

問３ 次の２つの図を説明しながら、土器の型式学的研究法について、詳しく述べなさい。 

 
 
 
 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

Flinders Petrie 1901, Diospolis Parva: The Cemeteries of Abadiyeh and Hu, 1898-9, The Egypt Exprolation Fund, 

London, Plate Ⅱ. 

末永雅雄･小林行雄･藤岡謙二郎 1943『大和唐古彌生式遺跡の研究』京都帝国大学文学部考古学研究報

告、第 66 図。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（設問の都合上、出典は省略する） 
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（３枚目／３枚中） 

問４ 次の語句等について、それぞれ詳しく説明しなさい。 

（１）Antonine Wall 

（２）螺旋状暗文 

（３）白滝遺跡群 

（４）福井洞窟 

（５）菜畑遺跡 

（６）金井下新田遺跡 

（７）こうもり塚（黒媛塚）古墳 

（８）百済寺跡 

（９）和泉式土器 

（10）Ｘ線回折法 
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︵ 四 枚 目 ／ 六 枚 中 ︶  
＊ 日 本 文 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ａ ) を ︑ 日 本 語 史 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ｂ ) を 選 択 し な さ い ︒  

 

三 ( Ａ ) 次 の 文 章 は ︑ 泉 鏡 花 の 小 説 ﹃ 外 科 室 ﹄ ︵ 一 八 九 五 ︶ の 後 半 で す ︒ こ れ を 読 ん で ︑ 後 の 問 い に 答 え な さ い ︒  
 

︵ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 使 い ︑ 縦 書 き に す る こ と ︶  

︽ 引 用 は ﹃ 鏡 花 全 集  第 一 ﹄ ︵ 春 陽 堂 ︑ 一 九 二 七 ︶ 五 二 一  五 二 四 頁 ︾  

 

 

                           
 

①
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︵ 五 枚 目 ／ 六 枚 中 ︶  
 

 

 

 

問 一  傍 線 部 ① に は ︑ ど の よ う な 言 外 の 意 味 が こ め ら れ て い る か ︑ 説 明 し な さ い ︒  

問 二  傍 線 部 ② の 発 言 内 容 を ︑ わ か り や す く 説 明 し な さ い ︒  

問 三  傍 線 部 ③ に お い て ︑ ﹁ 予 ﹂ は 何 を 語  て い な い の か ︑ 考 え る と こ ろ を 述 べ な さ い ︒  

問 四  泉 鏡 花 と い う 作 家 の 文 学 史 上 の 位 置 に つ い て ︑ 知  て い る こ と を 説 明 し な さ い ︒  
 
 

②
 

③
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︵ 六 枚 目 ／ 六 枚 中 ︶  
 

＊ 日 本 文 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ａ ) を ︑ 日 本 語 史 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ｂ ) を 選 択 し な さ い ︒  

 

三 ( Ｂ ) 次 の 問 に 答 え な さ い ︒ ︵ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 使 い ︑ 縦 書 き に す る こ と ︶  

 

問 一  次 の 用 語 ・ 事 項 に つ い て 知 る と こ ろ を 述 べ な さ い ︒  

︵ イ ︶ 可 能 動 詞  ︵ ロ ︶ 往 来 物  ︵ ハ ︶ ラ イ マ ン の 法 則  
 

問 二  次 の 資 料 は ︑ ﹁ 当 用 漢 字 表 ﹂ ︵ ﹃ 官 報 ﹄ 一 九 四 六 年 十 一 月 十 六 日 ︶ の 冒 頭 で す ︒ こ れ を 読 み ︑ こ の 資 料 の 日 本

語 史 上 の 位 置 づ け を 論 じ な さ い ︒  

︵ https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/11286406/1/1 ︶  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

︵ 後 略 ︶  
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令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

日本学専攻 基盤日本学コース （基盤日本語学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目/３枚中） 

 

 

［１］ 次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

 

 

 問題文は。著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 出典：大堀壽夫（2002）『認知言語学』東京大学出版会（1〜3 頁 13 行まで） 
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、



（２枚目/３枚中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 下線部（a）「認知活動によって構成されたもの」について、本文中にあげられている例以

外の日本語の例を 2 つあげなさい。 

 

問２ 下線部（b）「まことらしさ」とはどういうことか、本文中および問１の解答にあげられて

いる例以外の日本語の例を用い、本文の内容に即して具体的に説明しなさい。 

 

問３ 本文冒頭の二重下線部「問題意識」に関して、あなたは言語についてどのような問題意識

をもって研究を行おうとしているか。本文の内容を参照しつつ、あなたが取り組もうとす

る具体的な研究テーマ、具体的な言語事象などを明記して述べなさい。 
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（３枚目/３枚中） 

 

 

［２］次の１４項目のなかから５項目を選び、それぞれについて５行から１０行程度で説明しな

さい。 

 

（１） 基本語彙 

（２） K W I C 

（３） 言語の類型 

（４） アクセント核 

（５） 主語 

（６） 陳述副詞 

（７） 音象徴 

（８） 異形態 

（９） コイネー 

（10） ドリフト 

（11） バイリンガル 

（12） 漢字制限論 

（13） インポライトネス 

（14） フレーム 

 

 

 

［３］あなたが今後研究しようとするテーマに関連するキーワードを５つあげ、それぞれに 

ついて５行から１０行程度で説明しなさい。 
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写真は著作権等に配慮し、省略します。

写真は著作権等に配慮し、省略します。



 

令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻  

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題  

芸術学専攻 美学・文芸学コース（美学受験分野）専門試験  

［問題用紙は 2 枚です］ 

（1 枚目 / 2 枚中） 

 

すべて日本語で解答しなさい。 

解答の文字数は問いません。 

長文になるときは段落ごとに内容を整理すること。  

 

問 1 次の９つの語のうち２つの語を選び、それぞれについて、その語の意味を確認したうえで、

その語によって何が問題になってきたか、何が問題となりうるのかについて論じなさい。  

                                                                         （30×2= 60 点） 

参加     様式    フォーマリズム  

空間     表現    美的判断 

解釈     模倣    集団の創造性          

 

問２ 別紙の文章のなかで、著者は、美術批評の成立についてどのように説明していますか。その

内容をわかりやすく解説しなさい。なお、本文中の太字部分や、記号「 」̂については、気

にかける必要はありません。（30 点） 

 

出典：Jonathan Harris,  ”Criticism  Critic,  Critical,  Critiq ue”, in Art History: The Key 

Concep ts (Routled g e, 2006),  p .78, l.1 - p .79, l.11. 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。 

 

問３ たとえば、音楽批評もしくは映画批評のように、あなたの研究分野における批評の問題につ

いて論じなさい。その際、幾つかの批評の種類をあげて、それぞれの批評基準について説明

し、そこでなされる良し悪しの判断について十分な考察をおこなうこと。  （60 点） 
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。



58

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。



 

 

令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻 音楽学・演劇学コース （演劇学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目/３枚中） 

 

問 1 以下の６つの語すべてについて、それぞれ 100 字程度の日本語で説明しなさい。 

 

（１）マックス・ラインハルト （２）『幽霊』   （３）「演劇の再演劇化」 

（４）『花鏡』        （５）時代物    （６）風流踊 

 

問２ 選択問題です。設問１、設問２のどちらかを選んで日本語で解答してください。 

 

設問１）別紙１は Richard C. Beacham, Adolphe Appia：Texts on Theatre, Routledge, 1993, p.3,l.8-l.38

の文章です。この文章を読み、（１）～（４）に答えなさい。 

（１） 下線部（A）とあるが、どういう意味か。説明しなさい。 

（２） 下線部（B）とあるが、この記述の内容をよく示す、ヨーロッパの劇場を具体的に一つ

あげ、それに即してこの内容を説明しなさい。 

（３） 第３パラグラフの（C）の部分について、日本語に訳しなさい。 

（４）下線部（D）とあるが、Appia はどのような演劇を制作しようとしたのか、この文章全体

の意味合いを考慮しつつ、具体的に説明しなさい。 

 

設問２）別紙２は、『法音抄』巻五（法政大学能楽研究所編『法音抄Ⅲ』能楽資料集成８、1978

年、わんや書店、80～81 頁）より、能『野宮』の末尾の詞章「又車にうち乗て火宅の門をや出

ぬらん」に対する注釈です。この文章を読み、（１）～（３）に答えなさい。 

（１）翻刻の方針（凡例）を示したうえで、全文を翻刻しなさい。 

（２）能『野宮』ではシテの六条御息所が、鳥居から足を一歩踏み出て、すぐに足を引っ込める

場面が有名です。『法音抄』の説を参考すれば、能『野宮』における鳥居とは何を象徴している

と考えられるか、説明しなさい。 

（３）『法音抄』の著者は、能『野宮』の作意のすばらしさはどこにあると述べているのか、説

明しなさい。 

 

問３ リアリズム演劇を追求した任意の演劇人をあげ、あなたが考える演劇史上の位置づけや意

義を自由に日本語で論じなさい。 
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（別紙１）  

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
Richard C. Beacham, Adolphe Appia：Texts on Theatre, Routledge, 1993, p.3,l.8-l.38 

 

  

（２枚目/３枚中） 
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（別紙２） 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

『法音抄』巻五（法政大学能楽研究所編『法音抄Ⅲ』能楽資料集成８、1978 年、わんや書店、80

～81 頁） 

（３枚目/３枚中） 
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１枚目/４枚中 
 

 

令和 6（2 0 2 4）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻 日本東洋美術史・西洋美術史コース（日本東洋美術史受験分野）専門試験 

［問題用紙は４枚です。］ 

 
問１ 以下の用語のうち 4 つを選び、それぞれ 100 字程度で説明しなさい。 
   ［配点３２点］ 
 

１） シュプレマティズム 
２） シャルトル大聖堂 
３） ヤコポ・ダ・ポントルモ 
４） 塼仏 
５） 彫塗 
６） 明兆 

 
問２ 別紙１の問題に答えなさい。［配点３８点］ 
 
問３ 別紙 2 は「俵藤太物語」（刊本、17 世紀）の一部です。全文を翻刻しなさ

い。［配点２０点］ 
 
問４ 別紙３は祥啓筆「山水図」（室町時代 15 世紀、一幅、根津美術館蔵）で

す。図様を詳しく記述したうえで、あなたが考えるこの作品の魅力につ
いて述べなさい。［配点６０点］ 
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別
紙

１
 

 

 
2

枚
目

/4
枚

中
 

次 の 文 は 、 『 長 谷 寺 縁 起 文 』 （ 『 大 日 本 仏 教 全 書 』 寺 誌 叢 書 第 二 所 収 ） の 冒 頭 の 一 節

で す 。 こ れ を 読 ん で 、 後 の 設 問 に 答 え な さ い 。  
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

語 注  儞･･･ な ん じ  
      所 化･･･ 教 化 さ れ 、 導 か れ る こ と 。  

陽 谷･･･ 中 国 で 太 陽 が の ぼ る と 考 え ら れ た 東 の 果 て 。 転 じ て 「 日 本 」 の 称 。  

磤 馭 廬 嶋･･･ お の こ ろ じ ま 。 記 紀 で 、 伊 邪 那 岐 命 と 伊 邪 那 美 命 の 二 神 が は じ め て つ く っ た 島 。  

転 じ て 「 日 本 」 の 称 。  

水 穂 國･･･ み ず み ず し い 稲 穂 の 実 る 国 。 「 日 本 」 の 美 称 。  

豊 山･･･ 長 谷 寺 の 山 号 。  

砌･･･ み ぎ り 。 こ こ で は 「 場 所 」 の 意 。  

卜 筮･･･ ぼ く ぜ い 。 占 う こ と 。  

自 手･･･ て ず か ら 。  
 

設 問  三 行 目 「 此 豊 山 有 二 名 」 か ら 末 尾 ま で の 大 意 を 記 し な さ い 。  

 

画 像 は 著 作 権 等 に 配 慮 し 、 掲 載 を 省 略 し ま す 。  
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別
紙

２
 

3枚
目

/4
枚

中
 

  

 

画 像 は 著 作 権 等 に 配 慮 し 、 掲 載 を 省 略 し ま す 。 
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別紙 3 
 

 

４枚目/４枚中 

                  

図
は
祥
啓
筆
「
山
水
図
」（
根
津
美
術
館
蔵
）
で
す
。 
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67

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
出典は問題文のとおりです。
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